
■認定NPO法人（認定特定非営利活動法人）とは 
 
市民や企業等の寄附によるNPO法人の活動への支援が一層大きくなることを目
的とした制度が、認定特定非営利活動法人（認定NPO法人）制度です。 
認定NPO法人になると、その法人へ寄附をした市民や企業等の寄附者が、税制
上優遇されたり、認定NPO法人が納める法人税が優遇されたりします。認定NPO
法人には、その運営組織および事業活動が適正であって公益の増進に資するも
のにつき一定の基準に適合したものが認定されることになります。 
 
認定NPO法人となった団体は、高い公益性が求められるだけなく、法令等を順
守した適正な組織運営が求められます。また、情報開示を徹底し、高い透明性
を示すことが求められます。すなわち、他のNPO法人の模範となるような運営
を行うことで、多くの市民や企業に支えられた安定した活動を継続していくこ
とが期待されています。 
 
 

■認定NPO法人になるメリット 
 
認定NPO法人は、高い公益認定基準に適合しなければなりません。そのため、
認定NPO法人となると、社会的信頼が通常のNPO法人と比較して増します。 
最も大きなメリットとしては、寄附金に関する税の優遇制度が挙げられます。
認定NPO法人へ寄附した個人に対しては、所得税と住民税に関して寄附金控除
があります。また、企業等が寄附する場合も、損金算入限度額の枠が拡大され
るので、寄附がしやすくなります。 

引用：認定N P O 法人シーズ・市民活動を支える制度をつくる会  発行 「寄付税制徹底解説！もっともっと寄付税制と認定NPO法人を活用しよう！」より 
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